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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、2019年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。 

 
記 

 
● 業績予想の修正について 
 
2020年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2019年９月30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する四半期 

純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,850 

百万円 

378 

百万円 

400 

百万円 

270 

円銭 

11.75 

今回修正予想（Ｂ） 2,039 481 500 342 14.88 

増減額（Ｂ－Ａ） 189 103 100 72  

増減率（％） 10.2 27.2 25.0 26.7  

（ご参考） 

前第２四半期（累計）実績 

（2019年３月期） 

1,769 337 353 242 10.57 

(注)2019年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行いました。前第２四半期（累

計）実績（2019年３月期）の１株当たり四半期純利益は、当該株式分割が前連結会計年度の期首に株式の分割をしたと仮定

して算出しております。 

 
修正の理由 
 
2020年３月期第２四半期累計期間の連結業績につきましては、売上高、利益ともに前回発表予想より上

回る見通しとなりました。 
 ｅＢＡＳＥ事業では、主力とする各業界向けビジネスのソフトウェア販売が計画よりも順調に推移し、
特に日雑業界にて工事進行基準を適用した大型案件の進捗が順調に進んだことや、住宅業界でも早期リリ
ースに伴う前倒し分割検収により、売上高、利益ともに予想よりも増加し、その結果、計画を上回る見通
しとなりました。 
 ＩＴ開発アウトソーシングビジネス分野のｅＢＡＳＥ－ＰＬＵＳ事業では、売上、利益ともに堅調に推
移しております。 
 この結果、連結業績は、売上高2,039百万円（前回発表予想比＋10.2％）、営業利益481百万円（同＋27.2％）、
経常利益500百万円（同＋25.0％）、親会社株主に帰属する当期純利益342百万円（同＋26.7％）となる見
通しです。 
 なお、通期の業績予想及び配当予想につきましては、前回発表の予想値から変更はありません。 
 
（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも
のであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以 上 
 


